











































n the eve 





を見せず、相馬御風がガーネットの英訳から重訳した『その前夜』 は、島村抱月が主宰する新劇団 「芸術座」 の楠山正雄によって脚色されて、大正四年（一九一五）四月二六日 三〇日にかけ 、帝国劇場で松井須磨子 主演で上演された。　
この劇はもちろんツルゲーネフの『その前夜』に基づいたも








いての上演当時の劇評や記事には、こ 芝居を「春の夜の夢如き暖き恋物語り」 （大島寶水： 「讀賣新聞」四月二五日）などと性格づけ いるものが散見されるが、こうした捉え方は、芸術座の幹部達による『そ 前夜』原作の捉え方をなぞったものと言える。芸術座の『その前夜』劇と『ゴンドラ 唄』　
大衆劇による劇団経営の安定と小劇場での理想の芸術の追求

















た。島村抱月はいわば「妥協芸術論」の立場から、観客を芝居の世界に引き込むために、 『その前夜』劇 上演に際しても音や光 変化を多用したりして舞台にインパクトを与えようとしたようだが、当時の劇評を見るかぎり、それが成功したかどかは怪しい。　
トルストイ原作の『復活』劇が大当たりをとって芸術座の危
機を救ったのは、 この前年のことだった。この時の劇中歌の 『カチューシャの唄』の大流行に気をよくしたのか、 『その前夜』劇にも大小五つ 劇中歌が用意され が、今日まで歌い継がれているのは吉井勇詞・中山晋平曲による『ゴンドラの唄』のみである。　
トルストイの『復活』そのものに『カチューシャの唄』 な




















































































































い一臺の電氣機關車 に喩えるまでしながら、ロシア文学がわが国に与えた影響の大きさ 日露両国民の親近性との関係について次のように述べ いること 注目すべきであろう。


























































































































































































































































前」を教えられただけでなく、ロシア文学 女性主人公たちに対する名状しがたい親近感、東京・武蔵野の空 彼方に昔のロシア文学の世界を覗き見るという感覚 レトリックを引き継いだと言えるのではなかろうか。
５．遠いこだま、あるいは島崎藤村『夜明け前』考
「ルウジンとバザロフ」　













この二作が取り上げられ、長篇小説では『煙』と『處女地』にもわずかに触れられ いるが 『貴族の巣』と『その前夜』については全く言及 なく、あまり関心も寄せていなければ評価も低かったのだろうかとも思われ 。遠いこだま　
しかし、筆者がひそかに関心を寄せずにいられないのは、

























































よりは稍年たけたれど、はるか若やぎて見ゆ。彼の頰には僅かに髭生ひそめ、その顎に 薄き柔らき毛 が爽かなる丸顔の小作なるがうちに 柔和なる鳩色の眼のうちに、愛らしく結べる唇のうちに又小さき手のうちに、何となう幼げなる美しさと人を惹付くるやうな優しさとあり。彼の身のまはり ものはなべて、健やかなる若人 幸福なる氣軽さ──無頓着や、自負や、不遠慮 、はた愛嬌 ど、を示せり。彼は子らが人々に賞 られ見ら 、時に爲すが如き、見まはし打笑みて頭を傾けぬ。彼は寛衣の如く作られた 寛やかなる白き上衣を着、その細き首は靑色の布を纏へり。古びたる麥藁帽子は 彼 かたへに草の上に投け出された　
彼が友は、打見たるところ寧ろ彼とはふけたり。その痩































されて発表されたもので、かつ明治時代に二度完訳された作品（一度目はロシア語原典から 二度目は英訳からの重 ）であるが、その後この作品は、わが国におけるツルゲーネフ受容の主流にはならなかったし、ツルゲーネフもロシア文学受容 中心から外れて行った。 れは 明治から大正にかけ のある時点で特異な方向に舵を切った、わが国の文学史の流れとも無縁ではなさそうだ。　
自然主義後期の代表作家とされる國木田独歩、田山花袋、島
崎藤村は、いずれも詩人として出発し、やがて小説家に転じた。そして、彼らは 若い頃ツルゲーネフに傾倒したことが知られている。わが国における「自然主義」の誕生と伸張にツルゲーネフが寄与しているのだとすれば、その後ツルゲーネフはその自然主義によって切り捨てられた、 さえ言えるのかも知れない。ツルゲーネフは「余計者」から始めて行動的人物を描こうとしたが、日本の自然主義 逆に、 「非凡 」を求めてその挫折から「余計者」の世界に引き籠もっ しまったかのように見える。　
それでも、作家たちは「小説家の小説家」 （ヘンリー・ジェー
ムズ）と呼ばれたロシアの文豪から小説技法は大いに学び パトスは秘かに受け継いだの も知れないし、 「 」の時代を過ぎるあいだにツルゲーネフが完全に葬り去られた訳でなかった。　
詩人から出発して散文作家になったもう一人の男、佐藤春夫


















木村毅「ツルゲェネフと日本文壇」 （ 『砂濱散策』信正社、一九三六年、四三〜六二頁） 。安田保雄「日本におけるツルゲーネフ」 比較文学論考
　
続篇』





 」 （ 『ツルゲーネフの生涯』筑摩書房、一九七七年、二六
○〜二六八頁） 。柳富子「明治ジャーナリズムのなかのツルゲーネフ」 （川戸道
昭・榊原貴教編『ツルゲーネフ集




た『あひゞき』発表に先立つこと二年、二葉亭四迷を名乗る前の長谷川辰之助は『父と子』の翻訳を試み 坪内逍遙の仲介で出版される手はずだったが、なぜか上梓に至らず、原稿も失われた。こ 幻の翻訳作品 「春廼家朧助訳・冷々亭杏雨訳」 『虛無黨形氣』といい、原作の四分の一くらい 抄 であったと見られるが、逍遙によ ば「其譯は私 知る限り 最初の口語體の小説譯文であった」とされ、実現していればわが国の文学史が書き換えられたかも知れな 。（３）
　
『ルーヂン』 （一八五六） 、 『貴族の巣』 （一八五九） 、 『そ
















 ──」 、 『図説翻訳文学総





























この 「序」 の発表時期等について 『芥川龍之介全集』 の 「後



















































田中純訳の 『その前夜』 は 潮社の 「ツルゲエネフ全集」












 ─」 （ 『比較文学論考
　
第三篇』





さすらへびと「その夕（ツルゲ子フ） 」 、 『心の花』第
































戀と戀 相馬御風 明４０（１９０７） 「文庫」 『オン・ジ・イブ』
第５章
ツルゲニエフ
二人の友 相馬御風 明４０（１９０７） 「文庫」 『オン・ジ・イブ』
第１章
ツルゲニエフ
エレンの日記 相馬御風 明４１（１９０８） 「文庫」 『オン・ジ・イブ』
第１６章
ツルゲニエフ
その夕 さすらへ人 明４１（１９０８） 「心の花」 原作第１章に相当 ツルゲ子フ／ツルゲネー
フ
ヴエニスの春 相馬御風 明４１（１９０８） 「ハガキ文學」 『オン・ジ・イブ』
第３３章
ツルゲニエフ
その夕べ さすらへ人 明４１（１９０８） 「心の花」 原作第２章に相当 作者名なし
その夕べ さすらへ人 明４１（１９０８） 「心の花」 原作第３章に相当 ツルゲネーフ
その夕べ さすらへ人 明４１（１９０８） 「心の花」 原作第４章に相当 ツルゲ子フ
その前夜 相馬御風 明４１（１９０８） 内外出版協會 近代傑作集第１編 ツルゲネーフ
その前夜 楠山正雄 大４（１９１５） 新潮社 （脚本） ツルゲエニェフ
その前夜 田中純 大７（１９１８） 新潮社 ツルゲエネフ全集
４編
ツルゲエネフ
その前夜 牧一也 大１０（１９２１） 冬夏社 ツルゲーニエフ全
集２巻
ツルゲーニエフ




その前夜 米川正夫 昭５（１９３０） 隆章閣 ツルゲーネフ全集
５巻
ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭７（１９３２） 春陽堂 世界名作文庫 ツルゲーネフ
その前夜 品川準 昭１０（１９３５） 文新社 世界文学名著文庫 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭１１（１９３６） 六芸社 新修普及版　ツル
ゲーネフ全集３巻
ツルゲーネフ
その前夜 原久一郎 昭１２（１９３７） 三笠書房 初恋：その前夜 トゥルゲーニェフ
その前夜 米川正夫 昭１２（１９３７） 金星堂 真実の書 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭１３（１９３８） 新潮社 新潮文庫 ツルゲーネフ
その前夜 石井秀平 昭１８（１９４３） 高山書院 　 ツルゲーネフ
その前夜 石井秀平 昭２２（１９４７） 高山書院 　 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２２（１９４７） 共和出版社 ツルゲーネフ名作
選集３
ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２４（１９４９） 共和出版社 ツルゲーネフ全集７ ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２５（１９５０） 世界書房 　 ツルゲーネフ
その前夜 湯浅芳子 昭２６（１９５１） 岩波書店 岩波文庫 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２６（１９５１） 角川書店 角川文庫 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２８（１９５３） 創元社 ツルゲーネフ作品
４巻ノ内
ツルゲーネフ







Beyond the dark-brown hazy sky over Tokyo
─ An essay on the history of Japanese translations and the reception of 
Turgenevʼs On the Eve
Naoki AIZAWA
　In this paper I trace the history of the Japanese translations of Turgenevʼs less famous novel On the 
Eve （1860） and investigate how it was received in Japan. 
　While Meiji-era Japan saw two full Japanese translations of the novel, the Taishō era saw both a see-
mingly secondhand translation by Jun Tanaka （1918）, and also a dramatization by Masao Kusuyama 
（1915） for  performance by the Art Theater （Geijutsu-za） in Tokyo.
　I consider some features of the reception in Japan of On the Eve, by introducing Shuko Shiroyanagiʼs 
fantastic 1907 essay on the novel to which Ryūnosuke Akutagwa made a meaningful allusion, as well as 
some anonymous translations in the journal Flower of the Heart （1908）.  
　Finally, I point out some likenesses between the titles of Tōson Shimazakiʼs novel Before the Dawn 
and Turgenevʼs On the Eve, and discuss the possibility of Tōsonʼs having borrowed from Turgenev.
